
 
 
 

 
 Ｈ２９年度～ 

国

の

審

査

 

 

     

使

用

前

検

査

 

 

     

皆皆ささままにに安安心心ししてていいたただだけけるる  

原原子子力力発発電電所所ををめめざざししてて  

私私たたちちはは、、  

福福島島第第一一原原子子力力発発電電所所事事故故かからら得得たた教教訓訓をを踏踏ままええ、、  

安安全全性性向向上上にに向向けけたた取取組組みみにに終終わわりりははなないいととのの  

強強いい意意志志とと覚覚悟悟をを持持っってて、、  

ここれれかかららもも皆皆ささままにに安安心心ししてていいたただだけけるる  

原原子子力力発発電電所所ををめめざざししててままいいりりまますす。。 

 

玄海エネルギーパークの 
 実物大原子炉模型を 

ご見学中のお客さま 

（玄海原子力発電所の遠景） 

玄海原子力発電所３，４号機の再稼働までの流れ 

再再稼稼働働ににああたたっっててはは、、国国のの審審査査（（原原子子炉炉設設置置変変更更許許可可、、工工事事計計画画認認可可））をを経経たた安安全全

対対策策がが、、設設計計どどおおりりででああるるここととをを確確認認すするるたためめ、、国国にによよるる「「使使用用前前検検査査」」をを受受けけまますす。。  

当当 社社 はは 、、 国国 のの 使使 用用 前前 検検 査査 にに 真真 摯摯 かか つつ 丁丁 寧寧 にに 対対 応応 しし 、、 再再 稼稼 働働 にに 向向 けけ たた 安安 全全 対対 策策 にに  

万万全全をを期期ししててままいいりりまますす。。  

使用前検査の概要 

○○  使使用用前前検検査査でではは、、安安全全対対策策設設備備がが工工事事計計画画認認可可どどおおりりででああるるかか、、  

当当社社のの検検査査記記録録ででのの確確認認やや機機器器をを実実際際にに動動かかすす等等ししてて、、国国のの検検査査官官  

にによよるる検検査査がが行行わわれれまますす。。  

○○  具具体体的的ににはは、、工工事事計計画画にに記記載載さされれてていいるる安安全全対対策策設設備備ににつついいてて、、  

以以下下のの確確認認をを行行いい、、最最終終的的ににはは、、定定格格出出力力運運転転時時にに発発電電所所のの  

総総合合的的なな性性能能をを確確認認ししまますす。。  

・・  材材料料、、寸寸法法、、外外観観・・据据付付、、耐耐圧圧・・漏漏ええいいななどどのの確確認認  

・・  原原子子炉炉にに燃燃料料をを装装荷荷すするるここととががででききるる状状態態ななどど、、各各段段階階ででのの  

機機能能・・性性能能のの確確認認  

 

電気式水素燃焼 

装置の抵抗測定 

 ） 
定格出力運転状態の確認 

＜＜特特別別点点検検＞＞  

当当社社はは、、玄玄海海原原子子力力発発電電所所のの更更ななるる安安心心にに繋繋ががるるたためめのの取取組組みみのの１１つつととししてて、、今今後後のの地地震震にに更更にに備備ええるるたためめ、、自自主主的的なな

「「特特別別点点検検」」をを実実施施すするるここととをを、、佐佐賀賀県県へへ報報告告ししままししたた。。  

特特別別点点検検はは、、玄玄海海３３，，４４号号機機ににつついいてて、、社社員員及及びびププラランントトメメーーカカーー等等、、専専門門家家にによよるる点点検検チチーームムをを編編成成しし、、平平成成２２９９年年８８月月２２８８日日

かからら並並列列（（発発電電再再開開））ままででのの間間、、実実施施ししまますす。。  

--点点検検内内容容--  

電電気気設設備備、、機機械械設設備備及及びび建建物物等等、、発発電電所所設設備備全全般般にに対対ししてて点点検検をを実実施施すするる  

ととととももにに、、特特にに以以下下のの項項目目ににつついいてて入入念念にに点点検検をを実実施施  

ｏｏ  原原子子炉炉容容器器、、格格納納容容器器、、使使用用済済燃燃料料ピピッットト、、低低レレベベルル放放射射性性廃廃棄棄物物保保管管  

容容器器のの固固縛縛状状態態、、原原子子炉炉停停止止用用地地震震計計、、非非常常用用電電源源装装置置やや給給水水装装置置  

ななどどののババッッククアアッッププ設設備備  等等  

ｏｏ  玄玄海海原原子子力力発発電電所所のの特特性性をを考考慮慮ししたた項項目目  

（（ププレレスストトレレスストトココンンククリリーートト製製格格納納容容器器、、ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料保保管管状状況況等等））  

通常運転 

▽ 並列(発電再開) 

 使用前検査

 

 

▼8/28 玄海３号機使用前検査申請 

▼8/25 ②玄海３号機 工事計画認可 

▽ 燃料装荷 

審査対応 ①原子炉設置変更許可②工事計画認可③保安規定変更認可 

▼9/14 ③保安規定変更認可 

▼H29/1/18 ①原子炉設置変更許可 

通常運転 

▽ 並列(発電再開) 

▼9/14 ②玄海４号機 工事計画認可 

▼9/15 玄海４号機 

使用前検査申請 

▽ 燃料装荷 

使用前検査

 

 

▼H25/7/12 適合性審査申請 

３号機 

４号機 

運転中機器（補助建屋排気ファン）の点検 

（（平平成成2277 年年  川川内内原原子子力力発発電電所所使使用用前前検検査査））  

 

▼9/11 使用前検査開始 

～Ｈ２８年度 
※平成 29年 9月 15 日時点 



 
  

福福島島第第一一原原子子力力発発電電所所ににおおいいてて、、電電源源がが失失わわれれ冷冷却却機機能能がが働働かかななくくななりり、、事事故故がが進進展展ししたたとと  

いいうう教教訓訓をを踏踏ままええ、、玄玄海海原原子子力力発発電電所所でではは重重大大事事故故をを防防ぐぐたためめ、、５５つつのの段段階階にに応応じじたた多多様様なな安安全全

対対策策をを実実施施ししてていいまますす。。  

重

大

事

故

を

防

ぐ

た

め

、

５

つ

の

段

階

に

応

じ

た

多

様

な

安

全

対

策

を

実

施 

○電源供給や冷却などに使用する可搬型設備(上記②･③等)については、多様化を図ったうえで複数台確保し、発電所構内に分散配置しています。 

 

想定される最大の 

基準地震動(620 ガルほか)を 

踏まえた耐震対策 

 

最大風速 100m/秒の竜巻を 

想定した対策 

発電所周辺での 

森 林 火 災 の 

延焼を防止する 

防火帯の設置 

 

外部電源や非常用ディーゼル 

発電機が使用できない場合の

多種多様なバックアップ電源

等の配備 

水を供給する各種ポンプが 

使用できない場合に備えた 

多種多様なポンプを配備 

(④の対策にも使用) 

地震や津波、竜巻などの大規模な自然災害に対する備えを強化 

重大事故の防止に必要な電力の確保 

燃料の冷却の確実な実施 

格納容器の冷却手段の多様化、水素濃度の低減対策を実施 

 

原子炉格納容器内での水素爆発を

防ぐ水素除去装置の設置 

放射性物質の放出、拡散の抑制 

原子炉格納容器の破損箇所に 

水を直接噴射し、放射性物質の 

放出を抑制する放水砲の配備 

放射性物質の前面海域への 

拡散を抑制する水中カーテンの配備 

  

万万がが一一、、重重大大事事故故がが発発生生ししたた場場合合のの対対応応要要員員ととししてて、、勤勤務務時時間間外外やや休休日日・・夜夜間間をを含含めめ１１年年をを通通じじ  

速速ややかかにに対対応応ででききるるよようう、、一一班班５５２２名名のの対対応応体体制制をを常常時時整整備備ししまますす。。  

ここのの要要員員ににつついいててはは、、重重大大事事故故時時にに迅迅速速かかつつ確確実実にに対対応応ででききるるよよううにに、、運運転転シシミミュュレレーータタをを使使用用  

ししたた緊緊急急時時のの運運転転操操作作訓訓練練やや夜夜間間のの訓訓練練ななどど、、ささままざざままなな訓訓練練をを繰繰りり返返しし、、技技能能やや経経験験をを蓄蓄積積ししてて

いいまますす。。  

 
電源供給訓練 

原子力防災訓練 緊急時の運転操作訓練 がれき撤去訓練 

冷却水供給訓練 放射性物質拡散抑制訓練 

高圧発電機車の電源ケーブル接続 移動式大容量ポンプ車の設置 

放水砲による放水 

重機によるがれき撤去 

ホースの運搬・設置（夜間） 高圧発電機車による電源供給(夜間) 

シミュレータを使用した運転操作 代替緊急時対策所での訓練 

平平成成２２９９年年９９月月３３～～４４日日、、国国主主催催のの原原子子力力防防災災訓訓練練にに参参加加しし、、原原子子力力防防災災組組織織がが有有効効にに機機能能  

すするるここととのの確確認認やや、、防防災災対対策策のの習習熟熟をを図図りりままししたた。。 

住民避難支援訓練 緊急時対応訓練（冷却水供給訓練） 通報連絡訓練 

発電所及び本店に緊急時対策本部を設置し、 

TV 会議による情報共有、通報連絡を実施 

移動式大容量ポンプ車による冷却水 

供給訓練を実施 
当社福祉車両による住民避難支援訓練 
を実施 

重大事故に備えた運用体制の充実 重大事故に備えた多様な安全対策の実施 

  

建屋への浸水を 

防ぐ水密扉の 

設置 

 

発電所周辺での 

森 林 火 災 の 

延焼を防止する 

防火帯の設置 

 

最大風速100m/秒の竜巻を 

想定した対策 

  

 

  


